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平成３１年１月佐賀市長新春記者会見録 

 

日時：平成３１年１月４日（金）10 時 00 分～10 時 40 分 

場所：佐賀市役所 ２階 庁議室 

出席：秀島市長 

※ 記者会見の内容を一部要約しています。 

 

【市長】 

 皆さん、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。昨日、地震

がございましてびっくりしたところでございます。穏やかな正月三ヶ日の最後をああいうかた

ちで締めくくると、先が心配な部分もございますが、１年間平穏な年であって欲しいと願った

ところでございます。 

 それでは、昨年の部分を少し振り返らせていただきます。嬉しいニュースでございますが、

「見島のカセドリ」ですね。２月の初めに蓮池で伝統行事がございますが、「来訪神」という

ことで、ユネスコの無形文化遺産に登録が決定されました。いわゆる世界遺産ということです

ね、三重津の海軍所跡と併せて大切に保存をしていかなければならない行事だと思っておりま

す。ただ、三重津は、「見えない三重津」という、自虐的なところが出てくるような形になっ

ていますが、この「見島のカセドリ」も、将来的には後継者に苦労されておりまして、佐賀市

としても支援の手を緩めることなく、継続して行事が続けられるように支援をしていきたいと

思っているところでございます。 

 それともう一つ、不名誉なことがございました。先ほどの職員の仕事始めの時にも申しまし

たが、皆さんもご存知のように平成 29 年度の決算が不認定になったという不名誉な結果にな

ってしまいました。また過程等の中で、市民の皆さんたちに不信を招くようなことにもつなが

ってしまいました。この不信を払拭できるように職員一丸となって本年は頑張らせていただき

たいと思っております。 

 それでは、今年の部分の抱負に入らせていただきたいと思います。今年はまずバルーンを挙

げました。バルーンが、40 回の大会ということでございます。記念すべき大会で、いろんな「こ

ういうことを～」ということで提案をいただいている楽しい部分もありますが、まだ発表でき

る段階ではありませんので、40 回目ということで記憶に残るような大会に仕上げられたらと思

っているところであります。 

 続きまして、二酸化炭素ですね。バイオマス産業都市として佐賀市は認定をされております

が、その中で、下水処理場それからまたごみの処理施設であります清掃工場、それぞれ頑張っ

てくれております。今、特に話題になっているのがごみの清掃工場の部分です。Co2 を活用し

て農業等に資すると。そういう部分で頑張っております。ただ、排ガスから Co2 を抽出すると

いう技術は確立して利用を行っておりますが、それを活用する分野がまだ非常に少ないという

部分でございます。 

そういう中で今年は、全農さんの「ゆめファーム事業」が開始になります。去年、協定を結



2 

 

んで全農さん、ＪＡさがさん一緒になってそれに取り組んでいただくということで、キュウリ

の多収化の施設をつくっていただくということでございます。まだ土地の部分で契約ができて

いない部分がございますので、それについて最大の努力をしながら全農さんの事業がスムーズ

に進むように側面的にも支援をしていかなければならないと思っているところでございます。 

 それともう一つは、今 2ヘクタールを活用して、アルビータさんがヘマトコッカスという藻

類を培養してアスタキサンチンを抽出して、そこから化粧品等の製品を作っていただいており

ます。それを拡大されるということで、21 ヘクタール、現アルビータさんの北側の大和町の土

地に、土地を整備して、そして培養施設をつくるという準備に入っております。それをスムー

ズに進めていくということでございます。 

  

これも嬉しい話でございますが、こういった佐賀市の取り組み。先日は、小泉進次郎さんが

おいでになって「すごいことをやっていますね。」というお褒めの言葉もいただいたわけです

が、世界的にも佐賀市の取り組みというのは注目をしていただいている。国はもちろんでござ

いますが、世界的にも注目を浴びている、それはどういう立場からかと申しますと、地球温暖

化という部分で、その地球温暖化をなんとか止めなくてはならないというだけでなくて、実践

的に進めておられる例の一つとして佐賀市の部分が取り上げられていると。昨年は COP24（平

成 30 年の気候変動枠組条約締約国会議）で取り上げられておりますし、一昨年は COP23（平成

29 年の気候変動枠組条約締約国会議）でも取り上げられました。そういう意味でわれわれ自信

をもって、そちらの事業も力を入れて進めさせていただきたいと思っております。 

  

続きまして、雇用の場の創出でございます。大和町に 2箇所工業団地的なものを作らせてい

ただいております。一つは市が直接に携わるものとしてもう事業を着手しておりますが、東山

田の工業団地でございます。これが 7.7 ヘクタール。それから県が進めていただいております

が、佐賀コロニー跡地の部分。これが 9.3 ヘクタール。合わせて 600 名を超える従業員を期待

しております。こういったところで、働く場・雇用の場ができますと、外に出た人たちが戻っ

てくる、あるいは佐賀から外に出る人が減って佐賀に残る若者が増えてくる。そういう場を作

りたいと思っております。数年かかりますが、すでに着工しているもの、あるいは計画を進め

ようとしているものが大和地区にあるということでございます。 

  

続きましては、佐賀駅周辺整備です。タイム的な狙いとしては、佐賀であります「国民スポ

ーツ大会」・「全国障害者スポーツ大会」、そういったものを狙っての部分でございますが、そ

れまでにできるだけ佐賀の玄関口であります佐賀駅周辺をきちんと整備をして、おもてなしを

したいと思います。本題は駅の北と南の両方にあります。南のほうでありますが、西友跡地で

すね。現在、取り壊しが進んでおります。西友がなくなって、あの辺一帯が、買物が不便だと

いう指摘もございます。ただ、これを私たち行政が直に行うわけにもいきませんので、そこら

へんについては、民の力を借りて進めさせていただいております。 

私のところは、民の部分での施設と合わせて、その近くの集中を活用した広場、にぎわい
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の一助で使われるような整備を考えているところであります。それから、北口こちらのほ

うもおもてなしの広場部分を佐賀市が携わるわけでございますが、将来、いわゆる国民ス

ポーツ大会があったときの文化会館あるいは、新しく作られるアリーナそこまでのつなぎ

の部分、道路の整備もしなければならない、いわゆる１キロちょっとですので、歩いてい

ける距離、ふさわしいような街中をコンセプトに事業を進めさせていただく、そういうふ

うなものの、とっかかりの部分が今年度だと思っております。 

 

佐賀で開かれます、国民スポーツ大会、2023 年でございます。だいたい種目が決定しま

した。佐賀市で受け持たなければいけない種目が、15 競技でございます。全国障害者スポ

ーツ大会においては、3 競技ということでございます。中には、施設等の整備を佐賀市が

かなりの部分を経費負担してやらなければならない部分もございますが、そういったもの

をこれから練っていくということで、まずは機構の整備等もしていくという年に今年はな

ります。 

 

安全・安心のまちづくりというところで、まず防災で、昨年大変な災害が中山間地でご

ざいました。農地、林道等の被害、1800 箇所を超える被災地が出ているわけでございます

が、災害復旧に今、全力をあげて取り組んでいるところです。職員も合併して、全体的に

は減らされておりますが、そういう中でも技術者の総動員をかけて山の復旧のほうに当た

っているところでございます。 

 

それと、雨季には間に合いますが、厘外のポンプ場、市内の特に旧佐賀市の南西部に位

置します西与賀地区、ここらへんが雨のたびにビクビクさせられていたところでございま

すが、そこに厘外にポンプ施設を作って、今年の雨季から供用開始ということでございま

す。高伝寺から城西団地のあの辺一体がこれでかなり浸水被害を免れると思いますが、心

配なのはそれ以上に集中的に雨が振っていると、そういう雨には勝てませんので、市民の

皆さんたちには、ここに限らず、全体的にポンプがあるから大丈夫ということではなくて、

いつなんどきということをお知らせして、備えをお願いしておかなければならないと思っ

ております。 

 

安全な街づくりの中で力を入れて取り組みたいのが交通安全でございます。 

佐賀県ワーストワンは一昨年から脱出していますが、ただ 46 番目というところで、いつ

なんどき 47 番目になるかもわからない、そういう中で佐賀市の持つ立場もものすごく大

事になってくると思います。そういう意味もあって、交通安全の徹底、周知方を市民の皆

さんに訴えていく、そして交通事故等で悲惨な思いをする人たちを一人でも減らしていこ

うと、そういう願いを、市を挙げて、市民総意で進めていただきたいということで挙げま

した。 
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次は、子育て福祉の分野でございます。まずは、今年秋から幼稚園、保育所の 3 歳児以

上児童については、教育の無償化という面で、保育料の無償化がされることになりますが、

問題はいろいろございます。ただ無償化ですむかと思うと、私自身はそうは思わない、無

償化によって、待機児童等がまた増えるのではないか、それと今一番深刻なのは、施設も

足りませんが、保育士さんが足らない、この部分をどうするのか、十分手当てをしないま

ま、県が言うように来年春までには、保育所を増やして、待機児童等を解消するという方

針を出しているが、それで十分なのかと問われる年になると思います。そういう中で制度

は発足されるわけでございますので、そういった部分について混乱がないような準備態勢

を市役所としてもしていかなければならないと思っているところでございます。 

 

もうひとつ、福祉窓口の手続きの簡素化で、12 月議会で議員のほうから、お葬式を済ま

された遺族のあとの手続き関係の提案が、事例を踏まえて提案がされています。なるほど

と思ったところでございます。佐賀市もそういう意味では、かなり事務的にも集中化をし

て市民の利便性を図っているところでございますが、さらにサービスを深めていく、歩か

ないでいいように窓口事務等が済まされるようなそういう体制がとれないのか、そういっ

たものを現場でも検討して、さらなるサービスにつなげていただきたいと先ほどの執務式

のときにも訓示をしたところでございます。 

 

 次は、明治維新 150 年、年明けて今年はどうするのかということでございます。1 年だ

けの催し物で終わらせたくはないと、また知事の思いもそうだと思います。昨年の事業を

バネにさらなる周知発展のためにつなげられればとそういうふうに描いたものでござい

ます。佐賀市としても十分に県と協議をしながらテーマ館等で使われた展示資料等を活用

させていただきたい、そういう年になると思っています。 

 

その他、昨年秋に建立されました島義勇の像。そこには、札幌とのつながりがございま

す。そういったものを、これからも交流を深めていく、そういうような施策も考えていか

なければならないと思っているところでございます。 

 

それから、トピックスということで掲げました。これは昨年、嬉しい話として出してい

る部分でございますが。まずは、佐賀空港ですね。九州佐賀国際空港で、年末にプサンと、

それからテグ。この両便が新しく就航をしました。上海便も今年の１月の下旬から、また

便が増えるということであります。そういう中で韓国は、ソウルも併せますと主要 3都市

に、直接佐賀空港から出入りできるということでございますので、こちらの方は非常にあ

りがたい話だと思っています。県の努力に対しまして報いられるように、佐賀市としても

おもてなし関係の部分での強化を図らないとならないと思っているところであります。 

それと、続きまして、年末の嬉しい話は、2 年間工事が伸びておりましたが、やっと、

大財藤木線が開通をしたということでございます。総事業費 25 億円かけておりますが。
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そして、長年、JR 線の下を狭い道路で、行き来もできないような片側的な通行を余儀なく

していた道路を改良することができました。地権者の皆様にも大変迷惑をかけたこともご

ざいますが、みなさんたちのご協力があって、やっと開通をしたということでございます。

これで、北部バイパスと南部バイパスですね。旧 JR の佐賀線を活用した道路で南北が繋

がったということでございます。 

それと、もう一つ。これも嬉しい話になりますが、ふるさと納税ですね。佐賀は県内で

もビリから 2 番目くらいのところだったんですが、今年は何番に位置しているかはわかり

ませんが、去年の実績からすると、4 倍ぐらいの額で今推移をしているということでござ

います。4億 6000 万円を超えているというようなところでございます。関係者のみなさん

たちの労をねぎらいたいと思っております。 

 

続いて、今年の行事で、私たちが支援していかなければならないもの。それは第 43 回

の全国高等学校総合文化祭。7 月の下旬から 8 月にかけて行われますこの高校生の集い、

祭典。これに対しまして、佐賀市も全面的に支援していくということを、さきほどもアピ

ールをしたところでございます。 

以上が、今年の私たちが取り組みます事業の主なものです。また、トピックス的なもので

ございます。 

 

【司会】 

それでは、説明は以上でございます。これより質問をお受けしたいと思います。この後

の進行は幹事社にお願いいたします。 

 

【幹事社：記者】 

市長、あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。早速ですけれ

ども質問に入ります。昨年から持ち越しになった体育館問題。来週の総務委員会で副市長

のヒアリングということで大詰めになります。副市長に対してどのような指示をなされて

いるかという事をお願いします。 

 

【市長】 

副市長に私の方からどういうことを答えろと、そういうのは無くて、ありのまま答えな

さいということで言っております。 

 

【記者】 

この問題が起きた背景として、市役所内の治外法権と言いますか。一部の職員の方に人

事権というか権限が集中していたという構図があったかと思います。機構改革などのお考

えはありますでしょうか。 
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【市長】 

機構改革は、毎年やっておりますが、あの事件があったから機構改革をするというとこ

ろまでは今いっておりません。ただ、今言われました雰囲気的にですね、一部の部門、あ

るいは人、そういった部分が偏っているというような指摘も耳にします。それは私は問題

だと思います。それが事実だとすればそれを見逃した私にも責任があるわけでございます。

そういった部分を払拭できるような、そういった人事配置、あるいは機構そういったもの

がやっぱり必要だと思います。今のところ、その機構的にじゃなくて、何ですかね、要綱

的なものはいくらか手直しする必要があると思いますが、機構までいじるということは考

えていません。 

 

【記者】 

少し話題が変わります。今日のお話の中で、雇用の創出という話がありましたけれども、

中枢・中核都市についてお尋ねをしたいと思います。この中枢・中核都市というのは人口

の一極集中に歯止めをかけるということで、全国から 82 都市。県内からは佐賀市が唯一

ということでした。今後佐賀市としてどのように取り組まれるかをお願いします。 

 

【市長】 

まずは、特定市と中核市の部分ですね。中核市になったらということで、以前にうちの

内部検討をさせていただきました。ただ、これには保健所が必須項目として、設置しなけ

ればならないということでありまして、佐賀県の状況、私たちの地域の状況等を見て、佐

賀市で保健所業務を引き受けられるのかどうか、そういうものを考えて、ちょっと無理じ

ゃないかなといったことで、そういう意味で中核市を諦めているところであります。将来

的にはどうなるのか分かりませんが、そういう中で、中核的、中核市ではないけれども、

中枢・中核市ということで県庁所在地がその中に入っているということでございます。具

体的な部分についてはまだ国の方からも、こういったものと出ておりませんが、今までも

そういった役割はそれなりにさせていただいている部分はございますが、そういった部分

で選びながらやっていくということです。今具体的にこれに向かってやっていくというこ

とではなくて、まずは佐賀市がきちんと、そういう自前の方を積み上げて、そして、やっ

ていくのが大事じゃないかと、それで、周りとは、中部広域連合等を含めて協力関係を結

ばせていただく。そういうような構えでやらせていただきたいと思います。 

 

【記者】 

ありがとうございます。もう一点質問させてください。あの、佐賀空港でのオスプレイ

配備問題です。昨年の山口知事の受け入れ表明ということで、その後ですね。県から、あ

るいは知事から何らかのその働きかけなり、二人で面談される機会はございましたでしょ

うか。 
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【市長】 

オスプレイに関しては、知事とはそのことについて、あれ以来全然突っ込んだ話はして

いません。また、新聞等にも、見る限りにおいては進んでないと、ただ、問題はこの春以

降ですね。いわゆる海苔が、海苔漁が終わった時にどうなるのかということでございます。

まずは、いつも申しておりますように、例の覚え書きですね。自衛隊と共用しないという

ような、あの文言をどう整理するのかが先に出てきて、まだまだ整理が終わったわけでは

ない。いろんな問題がやはり出てくる。まずはそこを整理しなければ先に進めないという

のが私の考えです。 

 

【記者】 

ありがとうございます。幹事社からは以上です。では、各社さんどうぞ。 

 

【記者】 

体育館問題についてなんですが、現在市独自でのこの問題に関する調査を進められていると

思います。以前の会見で第三者による調査も検討ということをおっしゃったかと思いますが、

第三者についてはどのようなメンバーで調査を進められるのでしょうか？ 

 

【市長】 

あの時点では第三者というのも考えました。議会の調査の中にそれなりの信頼できる資料を

提供しなければならないと、出すたびにこれは違う、あれは間違っていると手直ししなければ

ならないよりは、検討していただく方に迷惑がかかる、そういうのを感じてああいう発言をし

ました。 

その後の審議状況等を見てみますと、最近はそういう風なのは全然ないわけではないですが、

減ってきております。 

そして議会の調査報告等も聞いておりますと、それなりに進みつつあるなと思っていますの

で、今のところ第三者委員会というのをこちらから強く持ち出す考えはないということです。

そういう事態が来れば、その時点で対応したいと思います。 

 

【記者】 

今の富士小学校の体育館問題に関連しまして、市長は人事の面でも疑念を払しょくできるよ

うな配置が必要だとおっしゃいましたが、11 月議会が終わった後、市長が私たちの取材に応じ

ていただきまして、そこで「3月議会までに」、3月より前というニュアンスだったと思うんで

すけど、例えば新年度の人事とかにもこの問題はひょっとしたら影響するかもしれないという

懸念もあるかと思いますが、2月中に、2月の早い段階で示すということもあるんでしょうか？ 

 

【市長】 

私としてはできれば 12 月くらいで一応の整理ができて、次なる人事等も含めて処置できた
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らと考えていましたが、1 月にも入っておりますので、そういった部分を考慮して進めなけれ

ばならない部分があるわけですが、議会の方からすると「まだどの時点で終わるか分からない」

というような段階です。中間報告があっただけという段階ですから、私の方から云々というこ

とはなかなか言えない部分がありますが、私が次の 3月議会までにと言ったのは、そういった

ものを踏まえてやりたいと、そして一定の整理をして再発防止や人事面等で考慮しないといけ

ないものがあればそれをすると。もちろんその前段に、処分をしなければならないということ

になりますので、それも併せて考えられると。あるいは提案できると。それが次なる 3月議会

だと思っています。3月議会は 2月の末から 2月議会として始まります。 

2 月の中ほどまでには整理ができればと思います。 

ただ、議会との絡みもあります。 

議会からすると「それは関係ないよ」といわれるかもわかりませんが、こちらの方としても片

方で調査があっている段階で、こちらが先にというわけにもいきませんから、待たせていただ

いているところです。こちらの方も整理をする期間を設けながら時期を待っているような状況

です。 

 

【記者】 

今のに関連しまして、「具体的な処分のことは言えない」と常々おっしゃっていることは承

知の上でお尋ねさせていただきます。市長はこれまでトップダウンではなくてボトムアップの

市政を大事にされてきたかと思います。それについて今回逸脱することもあったと思いますが、

処分のイメージなんですけども「相当厳しいものになる」という認識でよろしいでしょうか？ 

 

【市長】 

そうですね、処分の中身をあまり今の時点で議論すべきではないと思いますが、厳しいもの

が想定されると思います。 

 

【記者】 

先ほどの幼児教育の無償化の関係ですが、市長は「十分手当をしないまま保育所を増やすだ

けでは対策はできない」と疑念を呈されていましたが、具体的に保育所を増やすのに国に対す

る注文とかどういう風にすればいいか方策ありますか？ 

 

【市長】 

これは全国の市長会等でも要望をしております。施設も不足しているのは間違いないけれど

も既存の施設があっても保育士さんが足らなくて保育の質の低下を招いているという心配の

声もあります。 

これは皆さんたちの新聞の報道でありますが、保育士さんたちのアンケートの中にそういう思

いが強く出ているということです。そういったものを受けての話で、佐賀市でも保育士さんが

不足してなかなか大変だという実態ですので、私は基本的に保育士さんたちがやる気を出して、
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「大変な職場だけれども頑張ろうか」といえるような職場づくりを財政的な面からも応援する

必要があると私はあると思います。 

それと並行して保育施設を作っていくと。そして３番目にそういったものがある程度整う目

途がついてから保育園の無償化に入った方がスムーズに移行できるのではと思っていますが、

今のところ無償化が先にきていますので、悩んでいるところです。 

 

【記者】 

すみません、関連して「順番が逆だ」ということで良いでしょうか？ 

 

【市長】 

そうですね。順番は保育士さんを確保するような施策、そして施設を併せてつくっていく。

そして無償化に移行するということです。 

 

【記者】 

最後に私たち報道や質問する方がどうしても暗い話題が多くなってしまったんですけども、

市長はこの一年そういう暗い話題を乗り越えた上で、どういう形にしたいか教えていただけま

すか？ 

 

【市長】 

暗い話をいつまでもして、暗い話で終わってしまわないように、これは一つの反省材料には

しなければいけないと思っています。そして次なると飛躍といいますか、発展につなげていた

だくと、そういう風に職員の皆さんにもお願いしたつもりです。いつまでも暗い話をするんじ

ゃなくて次は問題点こういうものがありますよということをしていきます。 

だから新たにこれとこれもしますとたくさんのことをするということではなく、続けているこ

と、完成してないことの足元を見て、一つ一つ完成に向けて進んでいくという年ではないかと

思います。私の 4期の中の 2年目に入っておりますから。 

 

【司会】 

それでは以上をもちまして新春記者会見を終わります。 


